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スポーツチームを媒介とした
社会価値共創活動の推進支援
社会価値を継続的に創出するための計画・実行・取組みの可視化支援

サステナビリティ経営の実現に向けて、企業は社会価値創出の取組み・可視化を重要視す
るようになっており、スポーツチームに対するパートナー企業等からの期待も変容してい
ます。KPMGは、スポーツチームがこうした時流の変化に対応し、パートナーの期待に応
えるための｢社会価値共創活動の推進｣を支援します。

サステナビリティ経営の実現に向けて、財務価値だけで
なく、非財務価値の可視化に取り組む企業が増えていま
す。そうした企業の方針の変化に伴い、パートナー企業
等からのスポーツチームに対する期待も変容してきてい
ます。近年では、パートナー企業になる目的の多くが、
従来の｢支援型（チームの理念に共感した純粋な支援）｣や
｢ブランディング型（スタジアムやホームページなどでの
広告等、スポーツチームの発信力・影響力に基づく自社

のブランディング・認知向上）｣から、｢課題解決型（ス
ポーツチームの持つネットワークを活用したビジネス機
会の創出や経営課題の解決）｣に遷移しています。そのた
め、スポーツチームにはパートナー企業のニーズを満た
し関係を強化するための対応が求められています。

KPMGは、こうした時流の変化に対応するための｢社会
価値共創活動の推進｣を支援します。

スポーツチームが社会価値共創活動を行う必要性

社会価値共創活動の推進に向けたアプローチとして、
KPMGは企画・定量化・実行を支援するためのソリュー
ションを提供しています。ミッション・ビジョンの発信
とステークホルダーとの対話を支援するストーリーブッ

ク、社会価値算定のナレッジをキットのように選択可能
なインパクトマップ、共創の場としての価値共創プラッ
トフォームの活用により、スポーツチームのシームレス
な社会価値創出の実現を後押しします。

社会価値創出に向けたKPMGの3つのソリューション

❶ストーリーブック（価値創造ストーリー）
理念（パーパス）を起点として、取組みに対する
意義づけと創出に向けた機運醸成を行う。

計画（ストーリーブックの作成）

社会価値創出に向けたKPMGの3つのソリューション（❶～❸）

実行～社会価値の可視化（地域共創型プラットフォーム）

❸価値共創プラットフォーム 
（実現基盤の構築）

コミュニティ間で相互に交流・価値
共創可能な場として、施策の具現
化・拡大をデジタルプラットフォー
ム上で実施する。

❷インパクトマップ 
（社会価値の定量化・体系化）
貨幣価値換算した社会価値を
算出し、定量的ファクトで実
施の蓋然性を担保する。アク
ション実施後の評価にも活用。

多様なステークホル
ダーが抱える問題意識
（想い／責任）

問題意識

【個人】 【地域社会】

【企業】【顧客／ファン】

明確化された
社会価値

どの施策を実施し、
その効果がどのくらい
かを分かっている状態

【企業】【顧客／ファン】

【個人】 【地域社会】
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ストーリーブックとは、ありたい姿とそこに至る道程を
端的に明示したものです。“各種ステークホルダーの想
い”と“社会的・経済的に提供・享受する価値”を最適な

バランスで整合させたストーリーを作成することで、既
存・新規の社会価値共創のパートナーの共感・賛同を得
ることにつながり、関係性の構築に寄与します。

❶ストーリーブック（価値創造ストーリー）

社会・関係資本 自然資本

人的資本 知的資本

製造資本財務資本

教育機関
 （大学等）

スポンサー
地元企業

パーパスおよび将来のありたい姿に対して共感・賛同するパートナー

将来ありたい姿に向けて
現状や今後の環境変化を踏まえ

何をするべきか？

パートナー企業との間に
存在する価値

パーパス・企業理念

パートナー企業と
新たに共創する価値

将来のありたい姿

社会・関係資本 自然資本

プラット
フォーム
運営

企画推進・
参加協賛

ビジネスマッチング、
SDGs推進（事業課題解決）、
ブランディング、情報収集

補助金、後援
新たな
マネタイズ

共創活動の推進

地域共創型プラットフォームとは

パートナー企業がいつでもアクセスして、出会い、企画
や情報を得られるデジタルプラットフォームであり、下
記の5つの機能があります。

①集まる・つながる：参加企業は、他企業と個別／グ
ループでコミュニケーションを取り、意見交換、ナ
レッジシェアを通じた“ビジネスマッチング”が可能

②情報を集める：参加企業は、スポーツチームの活用方
法、企画検討のノウハウ、他社優良事例、SDGsトレ
ンドについて記事や動画で学ぶことができる

③コンテンツを生む・実施する：プラットフォームの実
績データを参照して企画組成・提案できる。また、企
画検討フォーマット等のメニューデータの活用により、
誰でも簡単に企画実施が可能

④惹きつける：参加企業は自社でアプローチできない層
にリーチが可能。また、スポーツチームの媒体力と掛
け合わせて、さまざまなメディアに発信ができる

⑤価値を測定する：実績データや公知データを基に、取
組み効果を定量的に算出したレポートを作成できる
（社会価値の測定）

社会価値創出は1つのパートナー企業のみで対応するに
は限界があるため、同じ課題意識を持った多様なステー
クホルダーが集まることで、学び、連携し、共創を促す
ための仕掛けとして、“地域共創型プラットフォーム”が
機能します。

支援・プラット
フォーム提供

KPMG

スポーツチームが
保有する価値 スポーツチームが

新たに創造する価値

地域共創型プラットフォーム（具備する5つの機能）

②情報を集める①集まる・
つながる

③コンテンツを
生む・実施する ⑤価値を測定する

④惹きつける

人的資本 知的資本

製造資本財務資本

¥ ¥ ¥

プラットフォーマー
（スポーツチーム・

団体など）

運営母体

パートナー企業 地域住民

プラットフォームユーザー

自治体・教育機関
など

支援者

NPO法人
活動団体 地域住民
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主催・共催・参加企業

A社
統合報告書等

リーグ・連盟団体

地域

社会連携活動報告等

地域新聞 住民コミュニティ

ストーリーブックの作成により、パートナー企業の課題
解決型ニーズに対応する必要性をスポーツチーム内外で
共有して共感を得た後に、地域共創型プラットフォーム
にて、イベント・施策の効率的な具現化を進めることで、
継続的な社会価値創出を可能にします。ただ、多くのス
ポーツチームが、「取組み価値を測定できない、運営の

リソース不足、継続的にコンテンツ生成ができない」と
いった課題を抱えており、企業の課題解決型ニーズに対
応できていません。KPMGは、スポーツチームが抱える
課題を解決するソリューションとして、地域共創型プ
ラットフォーム（❷インパクトマップ・❸価値共創プ
ラットフォーム）の活用が効果的であると考えます。

地域共創型プラットフォームの必要性

❷インパクトマップ（A：取組み価値の定量化）

コンテンツ実施前にどの程度の社会価値を創出できるか、
蓋然性の見極め（予算獲得に活用等）を実施します。さら
には、アクションを実施して終わるのではなく、コンテ
ンツホルダーはその活動が生み出した価値・参加者の行
動変容について、KPMGのインパクトマップ（社会価値
可視化ノウハウ）を活用してレポートを作成することが

可能です。これはあらゆる社会課題を網羅しているだけ
でなく、貨幣価値換算ができるため説得力のある発信に
つながります。また、さまざまなテンプレートにより、
用途に合わせて効果的なレポートの作成が可能となり、
連携対象（リーグ・連盟・企業・行政）に合わせて活用す
ることができます。

SDGs 17の目標に紐づく169のターゲットから、日本で
の対象になる課題に絞り込みます。そして構造化・グ
ルーピングを行い、計92個の課題領域を社会課題の全量
と定義したうえで、それぞれにロジックモデルを作成し
ています（ロジックモデルテンプレート）。また、ロジッ
クモデルに貨幣換算可能な施策（イベントの実施により
生じるアウトカム）と計算ロジックを設定しています。

そのため、解決したい課題領域の特定、実行したい施策
の選定を行った後に、計算に必要な情報（参加者人数、
アンケート情報等）を挿入することにより、社会価値を
貨幣換算することが可能です。

※次頁上部にて、取組み価値の定量化の流れを図で示し
ています。

スポーツチームが抱える課題 SDGs共創プラットフォームの提供価値

❸
価
値
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

❷
イ
ン
パ
ク
ト

マ
ッ
プ

B：デジタルの活用による効率化
デジタルプラットフォーム上ですべてのコミュ
ニケーションが完結し、過去データの収集も容
易なため、時間・工数をかけずにアクティベー
ションが可能

C：共創による多種多様なコンテンツ生成
共創により、さまざまなアイデアが生まれやす
い。また、定型企画メニューもデータとしてあ
るため、アイデアに困らない

A：取組み価値の可視化
KPMGの可視化ノウハウを活用することで、成
果を定量的に可視化し、ステークホルダーに還
元することが可能

慢性的なリソース不足

チームの体力に依存してしまい、
持続的に取り組むことが困難B

コンテンツの枯渇感
スポーツチームのみで検討するに
はアイデアや実現ケイパビリティ
に限界があり、同じような取組み
が増えてしまう

C

取組み価値が不透明
｢経済的あるいは社会的価値｣が不
透明なため、パートナー企業や参
加者にとって実施することの意義
を見出せない

A 地
域
共
創
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

実
現
で
き
る
こ
と

ロジックモデルノウハウの提供
あらゆる社会課題を網羅するロジックモデルの
テンプレートを保有しているため、多種多様な
コンテンツに対応可能

レポート作成ノウハウの提供
測定・分析フォーマット、さまざまなレポート
テンプレートを提供するため、効率的なレポー
ト作成が可能

01

02

03

貨幣価値換算ノウハウの提供
実施成果の貨幣価値換算ができるため、アン
ケート結果報告などより説得力ある発信が可能

K
P
M
G
の
社
会
価
値
算
定
支
援

KPMGの社会価値算定ノウハウの特徴、レポートの活用イメージ

貨幣価値換算の流れ 

コンテンツ
ホルダー
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本リーフレットで紹介するサービスは、公認会計士法、独立性規則及び利益相反等の観点から、提供できる企業や提供できる
業務の範囲等に一定の制限がかかる場合があります。詳しくはKPMGコンサルティング株式会社までお問い合わせください。

KPMGコンサルティング株式会社

T: 03-3548-5111

E: kc@jp.kpmg.com

kpmg.com/jp/kc

KPMG
社会

インパクト
ノウハウ

①：課題領域の特定 ②：実行施策の選定 ③：社会価値の算定
• 社外への発信を想定し、社会認知度
の高いSDGsのフレームに紐づけて、
自組織の課題を特定する
（国内における社会課題のリストを
KPMGにて整理）

• 92の課題領域に対してプリセットさ
れている施策リストから実施したい
施策を選択

• 施策ごとに、コスト・価値・インパ
クト指数を求めるロジックと、計算
に必要な項目をプリセット

プロセス

※プリセットされた各計算に必要な項
目は行政機関や公的機関情報を参照

価値共創プラットフォームにより、スポーツチームの課
題として挙げた｢慢性的なリソース不足｣と｢コンテンツ
の枯渇感｣を解決することができます。企画考案から実

施までの推進プロセスにおいて、アクティベーションコ
ストを半減でき、結果として、多種多様な企画の実施、
収益の増加につながります。

❸価値共創プラットフォーム（B：デジタルの活用による効率化／C：共創による多種多様なコンテンツ生成）

価値共創プラットフォームの提供機能：共創による多種多様なコンテンツ生成

世の中の事例や他社実績、これまでの
自チーム実績をデータとして蓄積し、
閲覧可能となっているため、アイデア
創発の種にすることができる。
（現時点ではデータ蓄積フェーズ）

企画のアイデアメニューデータ
企画書のテンプレート、他パートナー
企業とのコミュニケーション機能、企
画創発のためのプロジェクト管理機能
など、ゼロベースで企画の検討から実
施まで可能なサポートツールにより、
誰でも簡単に企画を組成できる。

企画創発のサポートツール
将来的には、AIの導入により各社のサステ
ナビリティレポートや注力領域から紐解い
た企画の提案を行う。また相性の良いパー
トナー企業との自動マッチングを行うこと
で、企画組成に係るリソースの省力化を予
定している。

自動マッチング（将来的）

企画考案

As-Is プラットフォーム導入なし To-Be プラットフォーム導入後

企
画
推
進
プ
ロ
セ
ス

過去データがまとまっていない
ため、ゼロベースでの考案とな
り時間がかかる

 実績に基づく企画アイデアデータ、企
画創発のサポートツール、マッチング
機能により少ないリソースで企画組成
が可能

工数 役割想定

企画提案

企画準備

企画実施

合計工数

提案→ブラッシュアップのサイ
クルを繰り返す

ナレッジの共有が進んでおらず、
属人的。メール・電話・訪問によ
りコミュニケーションコスト増

 デジタルプラットフォーム上で全パート
ナー企業とのコミュニケーションが可能と
なるため、提案工数が大幅に削減される

 詳 細 検 討 か ら 準 備 ま で の プ ロ セ ス が
フォーマット化され、誰でもスムーズに
企画を推進できる

1つの企画を実施するまでに多大な
工数が必要なため、アクティベー
ション推進の優先度が下がっている

スポーツ
チーム

スポーツ
チーム

スポーツ
チーム

誰でも簡単に企画を推進できるため、
高品質で多くのアクティベーションの

実施が可能となり、収益増にもつながる

オペレーションコスト（当日運営、手配等の準備）は人工ベースでの確保が必要
（アルバイト、学生、内定者インターン活用によるコスト最適化・作業リソース確保
は検討必須）

共創による多種多様なコンテンツ生成

※下記詳細記載

スポーツ
チーム

KPMG

工数

SDGs17
の目標

SDGs17の目標に紐づく
169のターゲットを

構造化・グルーピング
した92の課題リスト

日々更新・追加


